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戦時下の日印協会調査活動の一断面
―新たに発見された第2次大戦中のインド・セイロン関係調査資料リスト
Research Activities of the Indo-Japanese Association during the Second World War Period;
A List of Documents on India and Ceylon
松本脩作  M AT S U M O T O  S h u s a k u
（大東文化大学・非常勤講師　本 COEアドヴァイザー）
1.　これまでの資料保存・公開事業
　明治36年（1903）に設立されて以来百年余にわたる日印協会の活動は日印関係史の中で独自の
位置を占めている。この協会が行った調査活動と作成・刊行した資料もまた注目に値するといえ
よう。これらの資料を発掘し、保存の手段を講じ、さらに研究者の利用のために公開化する作業
の成果は、本誌第2号及び第3号で報告したように、機関誌的な役割を果たした雑誌の完全版が
整備されたことである。「日印協會々報」（1909-1944, 1952-1954）、「日印經濟協会会報」（1949-1952）、「印
度甲谷陀日本商品館館報」（1927-1934）、「日印協會甲谷陀日本商品館館報」（1935-1937）の完全版をマ
イクロフィルム上で作成することができた。上記雑誌のマイクロフィルム原本（ネガティブフィ
ルム）は日印協会が、コピーフィルム（ポジティブフィルム）は東京外国語大学が保持し一般公
開されている。東京外国語大学附属図書館では上記雑誌の原本と欠号となっていたものをフィ
ルムから復元した複製本とを合わせて、完全版を利用することも可能である（「史資料ハブ」No. 2  p. 
104-110  2003 9 及び No. 3  p. 96-98  2004.3）。
2.　新たに発見された資料と保存・公開の方法
　その後日印協会に段ボールの箱に収納された戦時中のものと思われる資料が存在することがわ
かった。それらは半世紀以上の時を経て、紙質の劣化・変色が相当に進んだ資料群で、内容とし
ては印刷物、原稿、文書類に大別できるものであった。なかでも印刷物は20タイトルを数えた
がどれもがこれまで存在を知られていないものばかりであった。そこで当プロジェクトと日印協
会との話合いが行われ、資料保存と研究者への資料公開の方策を検討した結果、次のような方法
をとることになった。
　全体として使用された印刷用紙と原稿用紙の劣化が相当に進んでいて、今後調査研究のために
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目を通すことになれば、更に痛みを激しくし破損をもたらす恐れがある。また戦時中に供給され
た用紙は物理的な力を加えなくとも、当時の生産状況からして紙質に問題があり今後急速に劣化
する可能性が大きい。したがって原本は中性紙を使用した箱に保存し、直接手にとって利用する
ことはできるだけ避けるのが望ましいとの判断に達した。そこで35ミリマイクロフィルムを使
用して記録の保存をはかる一方、利用面ではそのフィルムを使用して内容を読んだり、必要部分
をコピーしたりする方法をとることとなった。そのためにネガフィルムとポジフィルムを各一部
作成し、前者を日印協会が、後者を当プロジェクトが所蔵し、両者で公開利用に供する。このよ
うな考え方で保存と公開利用をすすめることとなった。
3.　資料の内容
　今回判明した資料は、次の3つのグループに分けることができる。第1群は印刷物（タイプ印
刷や謄写版印刷）、第2群は原稿、第3群は書類綴りなど。
　第1群は、主題としては地誌、社会、経済などに関するものが多く、地域的にはインド東部と
北部に重点があるように思われる。これは当初からインパール作戦及びアンダマン・ニコバル諸
島占領作戦との関連でどの地域を重点的に調査したかを想起させるものであるが、その他にどの
ような主題と地域に関する調査が行われたのか、その全体像を把握する手掛かりは得られていな
い。ともあれ大部分は地誌に類するもので、翻訳書が多く既存の公刊英文資料から情報を得てい
ることが伺われる。ここにある資料はこれまでどこの図書館でも所蔵を確認されていないものば
かりである。タイプ印刷と謄写版印刷とから成る。
　第2群は原稿で14タイトル分。そのほとんどが財団法人日印協会の名前が入った200字詰め
原稿用紙に書き込まれたもので、印刷されるにいたらなかったものと推測される。執筆者が明記
されている場合と不明のものがある。地域的にはインドのみでなく、当時のセイロンに関する大
部の原稿が含まれていて注目される。
　第3群は書類綴りと他機関の出版物など。「参考書類綴り　昭和31－34年」は戦後のものであ
るが、各種の会議、展覧会、使節団などに関連したもののなかに、S. C. ボースの遺骨を受容れ
るにいたった経過とその後の状況についての蓮光寺住職望月教学氏「ネタジ・チャンドラボース
氏の遺骨に就て」（昭和32年7月25日付）のように珍しい文書も見られる。
　またインド国民会議派日本支部から神戸で1930年以後刊行された雑誌「Voice of India」は現
時点で日本国内での存在が確認されておらず、ニューヨーク・パブリック・ライブラリーが不完
全ながらセットを所蔵していることが知られている。その35ミリマイクロフィルム版（ポジティ
ブ・コピー版）が東京外国語大学付属図書館とアジア経済研究所図書館に所蔵されている。今回
1935年12月号（インド国民会議派創立50周年記念号）の実物が1冊含まれていた。大判でその
大部分は英文・邦文併記、豊富な写真が収録されている。特に数多い写真は日本におけるインド
独立運動に関する貴重な映像資料になると考えられる。
　これらの資料は日印関係史研究のための新たな材料を提供しているといえよう。個々の印刷物
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や原稿についての立ち入った検討は今後の研究者の手にゆだねられているが、今回出現した資料
の大半は日本の第二次世界大戦に向けた軍事的努力の一環として企画・実行されたものであるこ
とは疑いない。紛争地域、またはその隣接・周辺各地の地理・社会・政治・経済・言語事情など
に関する情報が慌しく収集・翻訳されたことを覗わせるものである。これらは軍事作戦を展開す
るための兵要地誌そのものではないが、それに関連して情報を更に補強するための各種資料の一
部であったと考えるのが妥当であろう。
　できるだけその内容に関するイメージを形作っていくための一助として、若干の注記を加えた
リストを作成し文末に付した。
4.　戦時下の日印協会と調査活動
　第2次大戦勃発前後から戦時体制下でインド及びその周辺地域についても各種の調査活動が展
開された。多くの研究機関、団体、個人がそのために動員されたが、日印協会の場合は陸軍参謀
本部との関係が主であったと思われる。
「昭和16（1941）年8月28日、参謀本部山内豊秋（土佐藩主の直系の子孫）氏が私のと
ころに訪ねて来られ、是非相談したい事があるので参謀本部に来て頂きたいと依頼されま
した。当時参謀本部は三宅坂にあり伺ってみると数人の参謀がいて、「世界の情勢は大変
厳しく日本は米英等との戦争は避けられない。日本の陸軍は南方のことは殆ど調査してい
ないので何の資料もない。そこでビルマ・インド方面の事情を調査して資料を作りたいの
でぜひ協力してもらいたいとのことでした。……陸軍の意向を受けたのかどうかわかりま
せんが、その直後に外務省・海軍省・内閣情報部からも同じ様な調査依頼と合計95,000
円（現在の5-10億円位）の補助金を受ける事になりました。参謀本部の依頼は、情勢は
切迫しているから十月末迄に調査報告書を提出して頂いて、単行本として南方基地に送り
たいと言う要望でした。日印協会ではインド方面の地形・資源・産業等を大判でカラー印
刷も加えて、200頁あまりの資料集として提出致しました。その後12月8日に大戦が始ま
り……」（三角佐一郎「日印協会と歩んだ65年」「月刊インド　財団法人日印協会創立100周年記念特集号」　p. 18 
2003.11）
　かくして第二次大戦が開始されて以来戦時態勢下で日印協会内の調査研究活動は展開されたが、
どのような人々が関係し、どのような主題を取り扱い、その結果としての印刷物や報告書類がど
れ程の数量になったかについての全体像は依然として不明である。従来の活動を継続して機関誌
「日印協會々報」は昭和19年11月号までの刊行が確認されており、またその間公刊の出版物と
しては、「標準印度語研究」（佐藤彰一編、昭和18）や「印度概觀」（昭和18）などがある。今回出現した
資料は既存のものに加えて、多数の新たな具体的実例を提供しており、今後の研究者による評価
を待ちたい。
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5.　その他の機関による調査資料
　この時期に南アジア・インド地域に関する調査・出版活動を行ったのは主として次のような機
関であった。東亜研究所、南洋経済研究所、満鉄東亜経済調査局、綜合インド研究室、日印協会
など。これらの機関は一方では調査活動の結果を多数公刊したが、他方では当初から軍事上の機
密印刷物として作成されたものも相当数存在したものと考えられる。
　公刊されたものの中には現在もなお地域研究・歴史研究にとって資料的価値を持ち続けている
ものが多数ある。短期間に各地に関する情報を入手するために、相手国の出版物を翻訳すること
が最も手っ取り早い方法とされたようである。そのために巨額の資金が振り向けられ、多数の知
識人が動員され、印刷用紙も優先的に割り当てられて、戦時中にしては多数の印刷物が刊行され
た。各タイトルについてもその発行部数を見ると3000部や5000部となっていて、現在の水準か
らしても相当に潤沢な発行部数であり、優遇ぶりを伺うことができる。多くの機関や出版社から
世に送り出されているが、インドに関してはこの時期に政策的に出版されたものの大部分が、英
国人やインド人による本格的な英文著作の翻訳である。特に政治・経済・社会に関する著作にそ
の傾向が見られる。
　一方公刊されなかった資料については、いろいろのレベルのものがあったであろうが、その性
格上実態を知ることは困難である。特に敗戦時に印刷物の隠滅・焼却が行われたであろうことは
容易に想像できる。
　わずかにその一端を知ることができるのは、陸軍主計課別班「經濟的抗戦要素としての印度及
緬甸」（昭和16  4冊）、陸軍参謀本部「東部印度地方兵要地誌資料」（昭和17  1冊）、陸軍参謀本部「軍
用印度語會話」（出版年不明　1冊）、陸軍参謀本部「軍用東部印度語（ベンガリー）會話」（昭和17  1冊）、
陸軍参謀本部「軍用タミール語會話」（昭和17  1冊）などである。また戦時中に作成されたインド、
ビルマ地域の地図が最近多数古書市場に出まわり、その一部は本COEプログラムが所蔵する地
図資料の中にも見られるようになった。この地域に関する調査資料の一環として注目される。
6.　おわりに
　以上に紹介したように戦後60年を経過してなお新たな資料の発見があるのは、史資料の未開
拓分野がいまだに多いことを物語っているように思われる。特に戦時中の資料については未発掘
のものが多い。また公刊されていない資料の中でも、公文書類に関してはいくつかのケースを除
いて多くのテーマについて調査がほとんど手付かずの段階にあるということができる。日印関係
史研究のためのインフラストラクチャー整備には、多くの面で課題があることを示しているので
はなかろうか。
　今回マイクロフィルム化された原資料は中性紙の箱に収めて日印協会で保存されている。9本
の35ミリフィルムはネガティブ版を日印協会で、ポジティブ版を東京外国語大学が保持し公開
されている。原資料を確認したい方は日印協会に問合わせていただきたい。（〒103-0025　東京
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都中央区日本橋茅場町2－1－14　スズコービル2階　電話：03－5640－7604）
　財団法人日印協会の方々には、当プログラムが進めている一連の資料保存・公開に関する事業
について、終始ご理解とご協力をいただいた。今回の資料のみならず、その長い活動を通して刊
行してこられた雑誌の完全版を追及する過程においても惜しみない協力と援助を与えていただい
たことにより、今後日印関係史研究を進めるにあたって有力な基礎的資料を世に提供することが
できた。記して深く感謝申上げる次第である。
日印協会資料（マイクロフィルム化）リスト
（35mmマイクロフィルム　9本）
注：［　］及び＊印に続く記述は筆者による注記
（I）印刷物
（35mmマイクロフィルム  R01）
（1）　財團法人日印協會
「印度農業問題」（早川直瀬著）
［昭和17］  390, 4 p.  18x26cm　タイプ印刷
第1編　自然及經濟上より觀たる印度の農業
第2編　印度農業概觀
第3編　印度の農業の現状
第4編　印度の農業政策
＊参考書：Royal Commission on Agriculture in India: Report. （1928）
　　　　　 Russell, John: Report on the work of the Imperial Council of Agricultural 
Research in applying science to crop production in India.
　　　　　Shelvankar, K. S.: The problem of India.   （1940）
＊著者：日印協会調査部顧問、東京農大［教授］
　　　　 “著者は第一次歐洲戰爭時の文部省外國留學生で其歸朝に際して印度洋を航し、
錫蘭に假舶したのが唯一の印度の風に吹かれた經歴である。”
（2）　日印協會調査部
「ハイデラバッド藩王國」
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［昭和17.11.30］  2, 195, 4 p.　18x25.5cm　タイプ印刷（p. 25-40　謄写版）（日印調資　
第一種四號ノ五）
内容： 地勢、歴史、人口、農業、地代、賃金及物價、森林、鑛山及鑛産物、工藝及製造品、
商業及交易、交通、飢饉、行政、立法及司法、財政、地租、雜種歳入、地方及都市、
公共事業（土木事業）、陸軍、警察及刑務所、教育、醫療、測量、表1-10
＊最新の統計：1907年
（3）　日印協會調査部
「印度各州郡名及藩王國名表」
［出版年不明］　1, 19 p.　18x25.5cm　　謄写版片面刷
＊ローマ字、カナ表記
（4）　日印協會調査部
「オリッサ州の産業と市場」
［出版年不明］　1, 25 p.　（日印調資　第二種一號ノ五）　18x25.5cm　タイプ印刷
内容： 総論、天然資源、作物、工業、鑛産物、沿岸貿易、工場、バラソール郡、カルカッ
タ郡、ガンジヤム郡、コラプット郡、プウリ郡、サムバルプール郡
＊最新作物統計：1938年
（5）　日印協會調査部
「ビハール州の産業と市場」
［出版年不明］　1, 83 p. （日印調資　第二種一號ノ二）　18x25.5cm　タイプ印刷　（秘）
内容： 総論、森林、牧穫、ソン運河、灌漑、鑛物、手織機業、工業、工場、新起業、豫算、
可決法案、運輸、バガルプール郡、チャンパラン郡、ダルバンガ郡、ガヤ郡、ハザ
リバーグ郡、マンブーム郡、モンギール郡、ムザファルプール郡、パトナ郡、プー
ルネア郡、ランチー郡、サンタル地方、サラン郡、シャハバッド郡、シングブーム
郡
＊1939／ 40年度予算、1939可決法案
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（6）　日印協會調査部
「アッサム州の産業と市場」
［昭和17.9.17印刷］　1, 22 p.　（日印調資　第二種一號ノ四）
18x25.5cm　謄写版
内容： 総論、気候、土壌、天然資源、森林、動物、作物、鑛物、茶工業、工場、家内工業、
アッサムに於ける工業発展の前途、木材、取引、鉄道及河川に依る取引、豫算、提
出法案、作物の生産に関する豫算、運輸及交通、カチャール郡、ダルラング郡、ゴ
アルパラ郡、カムループ郡、ラキムプール郡、ナガ丘陵、シブサガル郡、シレット
郡
＊1938/39年度予算、1939年提出法案
（35mmマイクロフィルム　Ro2）
（7）　日印協會調査部
「聯合州郡別調査　（上巻）」
［出版年不明］　2, 508 p.　（日印調資　第一種四號ノ六）　19.5x27.5cm　タイプ印刷　（p. 
25-86　謄写版）
内容： ゴラクプール郡、バリヤ郡、アザムガール郡、ガジプール郡、バスティ郡、ファ
イザバード郡、サルタンプール郡、ジョーンプール郡、ベナレス郡、ベナレス藩王
國、ミルザプール郡、ゴンダ郡、パルタプガール郡、アラハバード郡、バーライチ
郡、バラ・バンキ郡、ラエ・バレリー郡、ファテプール郡、バンダ郡、ケリ郡、シ
タプール郡、ラックノー郡、ウナオ郡、ハルドイ郡、カウンポール郡、ピリビット
郡、シャージャハンプール郡、ファラカバード郡
＊最新の統計：1903/04年
＊記述スタイル：総論、地勢、気候、歴史、人口、農業、商業及交通、飢饉、行政、など
（8）　日印協會調査部
「聯合州郡別調査　（中巻）」
 ［出版年不明］　1, 169, 17 p.　（日印調資　第一種四號ノ七）　19.5x27.5cm　タイプ印刷
内容： エトワー郡、ジャローン郡、ナミルプール郡、ジャンシ郡、アルモラ郡、ナイニ・
タール郡、バレイリ郡、ラムプール藩王國
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＊最新の統計：1903/04年
（35mmマイクロフィルム　R03）
（9）　日印協會調査部
「聯合州郡別調査　（下巻）」
 ［出版年不明］　1, 189-500 p.　（日印調資　第一種四號ノ八）　18.5x25.5cm　タイプ印刷
（秘）
内容： ブダウン郡、テリ藩王國、ガルワル郡、ビヂノール郡、モラダバード郡、エタ郡、
メーンプリ郡、デラ・デウン郡、サハランプール郡、ムザファルナガル郡、ミー
ラット郡、ブランドシャハル郡、アリーガル郡、ムットラ郡［マトゥラー］、アグ
ラ郡
（10）　日印協會調査部
「印度回教徒ノ政治的位置」
［昭和17］　1, 38 p.　 19.5x27.5cm　タイプ印刷
表紙は手書き謄写版
序言　昭和17年6月
“本稿は本邦在留の印度人回教徒M. N. H. Berlas氏の The Political Condition of the 
Indian Muslims を翻訳せるものなり。”
（11）　日印協會
「印度人の日常生活」
［昭和17.7.3］  32 p.　18x25.5cm　謄写版
（秘）
執筆者名なし
（12）　［刊行者名なし］
「ラッカディヴ諸島」
［出版年不明］　9 p.  18x25.5cm　タイプ印刷
表紙なし
＊内容は地誌
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（13）　［刊行者名なし］
「印度人性［ママ］名考」
第6課別班　昭和18.7.16  12丁　 18x26cm　タイプ印刷
表紙なし
＊主としてヒンドゥーの姓名を実例に即して説明
（14）　［刊行者名なし］
「印度ニ於ケル共産黨ト其將來」
［出版年不明］　9 丁　16.5x24cm　謄写版
表紙なし
（秘）
（15）　日印協會
「印度民族と種姓制度」（木村日紀著）
 ［出版年不明］　1, 104 p.　19.5x27.5cm　タイプ印刷
＊P. 104の文章未完、p. 105以後不明
（35mmマイクロフィルム　R04）
（16）　日印協會調査部
「ベンガルデルタ」
 ［昭和18.1］　1, 2, 507 p.（日印調資　第二種七號）　18x25.5cm　タイプ印刷
序文：昭和18.1
“「The Wealth of the Bengal Delta.」by Dr. S. G. Panandikarの前半第六章迄の翻訳であ
る。”
p. 507 破損
（17）　［刊行者名なし］
「アッサムベンガル鐵道」　3 p.  18x25.5cm　タイプ印刷
「イースタンベンガル鐵道」　8 p.  18x25.5cm  謄写版
「ブータン （Bhutan）」　8 p.  18x25.5cm  謄写版
「ネパール （Nepal）」　14 p.  18x25.5cm　　謄写版
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＊「ブータン」「ネパール」は地誌
（18）　［刊行者名なし］
［インド人名録］
［刊行年不明］　428 p. 18.5x26cm  タイプ印刷
表紙なし
内容：藩王及び総督　p. 1-102
平民之部　　　p. 103-428
＊次の記述より推測して刊行年は昭和18年6月以後
　“印度皇帝名代及総督　Marquess of Linlithgow 1936.4~1943.6 ...”
（19）　［刊行者名なし］
「事變前後ノ印度事情」（瀧照道著）
［刊行年不明］　34枚　18x25.5cm　タイプ印刷（片面刷）
＊昭和14年11月於大阪倶楽部歡迎會席上の講演、速記
＊3年間のインド留学中における「支那事変」の影響
＊保存状況、痛み顕著
（II）　原稿
（35mmマイクロフィルム　R05）
（1）「印度貨幣金融制度調査　ヒルトンヤング委員會報告書」（財團法人日印協會調査部譯）
 財團法人日印協會原稿用紙200字詰使用　　表紙+627枚
序文      1＋10枚
目次      1＋15枚
第1章      1＋130枚
第2章　（昭和18.8.15）    1＋76枚
第3章　前半　（昭和18.8.23）   1＋104枚
第3章　後半　（昭和18.8.27）   1＋83枚
第4章　（昭和19.9.6）    1＋109枚
第5, 6, 7章     1＋47枚
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附録　（昭和18.9.6）    1＋89枚
＊ “本書は1925年8月英國皇帝により、印度の貨幣、為替及び金融の情況を視察調査し、
如何なる點を改善すべきであるかにつき獻策せよ、との特命を受けたるエドワード・ヒ
ルトン・ヤングを委員長とする十名の委員が、1926年7月1日附署名復命したる、所謂
「ヒルトン・ヤング委員会報告書」なるものの翻譯である。”
（35mmマイクロフィルム　R06）
（2）L. C. ジェイン著「印度の金融問題」
財團法人日印協會原稿用紙200字詰使用　　表紙＋547枚
其一　第1章　序論      p. 1-89
其二　第2章　一九二五―二六年の通貨委員會活動とその以降  p. 90-162 
其三　第2章　一九二五－二六年の通貨委員會活動とその以降  p. 163-233
其四　なし
其五　［第3章第2-3節］      p. 295-375
其六　［第3章第4節］      p. 376-384
　　　第4章　金融市場（B） 1926-1932　第1節   p. 385-455
其七　第4章　金融市場（B） 1926-1932　第2節   p. 456-504
其八　第4章       p. 505-547
（3）沼野英一著「セイロン記事　（1）（2）」
財團法人日印協會原稿用紙200字詰使用　　92枚
内容：ポルトガルの統治時代     p. 1
オランダの統治時代      p. 4
英國の侵畧と統治時代      p. 8
天意即應        p. 26
日英に對する住民の心理      p. 33
住民の根性と邦人の心構え      p. 69
古代文化と美術工藝      p. 76-92
（4）沼野英一著「セイロン記事　（上部）　御佛の島セイロン島在住三十三年の体験」
財團法人日印協會原稿用紙200字詰使用　　表紙＋257枚
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“本書は錫蘭在住二十餘年に亘り同地日本人會會長として活躍せられた沼野英一氏が、同
島生活の實際的な面を細論したもので、錫蘭島事情の研究者及び將來此の方面に活躍され
る方に取って、手引書たることを失はないであろう。昭和十八年十月　　財團法人日印協
會調査部”（序文）
内容：
　序文　　財團法人日印協會調査部         2 p.
　序            9 p.
　セイロン島　渡航及び歸朝の動機     p. 1
　在外邦人の意気       p. 10
　濠洲兵の乱暴狼藉      p. 19
　濠洲人と英人気質      p. 24
　英人の敵愾心と愛國心      p. 30
　英米蘭濠人の闘争性と残虐性     p. 33
　ロータリークラブの醜態      p. 40
　佛法島        p. 46
　日本風の人力車と有髯車夫     p. 48
　各國娘子軍の駐屯      p. 52
　華僑のもてぬ國       p. 57
　セイロン島の相貌      p. 64
　霊山アダムス・ピーク      p. 70
　不思議な象の話       p. 73
　九宝の島       p. 82
　宝石の彫磨法の話      p. 88
　自然と宝石の趣味      p. 93
　宝石に關する迷信      p. 97
　お伽噺のやうな眞珠の話      p. 100
　黒鉛の話       p. 108
　未知の鑛山       p. 122
　家畜と牛の馬車       p. 124
　飼料と食糧の話       p. 132
　動物愛護と人道主義      p. 136
　二千五百年來在住の原始人ヴェッダ    p. 139
　佛教傳來       p. 144
　聖樹なる菩提樹       p. 148
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　ペラハラ祭　（Perehara）      p. 150
　ウェサック祭　（Vesak）      p. 157
　住民の耳と音樂       p. 160
　人情美        p. 168
　常夏の心身に及ぼす影響      p. 177
　風土病        p. 189
　習慣の相違       p. 197
　権利義務觀念と社會相      p. 211
　異教徒と異種族の特質      p. 235-257
（35mmマイクロフィルム　R07）
（5）［表題紙なし］ （セイロン関係）
財團法人日印協會原稿用紙200字詰使用　　通し番号 344~1121
総計　778枚　2包
　　　［第1部］       p. 344-795
セイロン島の気象           344-372
一九三九年度の議会回想録          373-386
行政組織            387-397
総督官邸着席順           398-405
各省の國會實行委員          405-414
三大市役所（コロンボ、ゴール、キャンディ）       415-429
教育            430-435
出産、死亡、結婚           436-463
諸登記、病院の料金、農園病院設立の心得、検疫、予防注射      464-570
勞働移民事項           571-599
勞働法            600-610
鑛山及び工夫に關する法令          611-626
人口            627-642
自動車に關する事項          643-676
飛行場            677-680
郵便、電信、電話　（一九三九年度）         681-763
放送局            763-768
無線電信機           769-772
鐵道            772-778
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市街道路            778-779
橋梁            780-786
セイロン及びミニコイ（Minicoy）燈台明細事項       787-795
（6） 　　　［第2部］       p. 796-1121
一九三九年度の為替率          796-798
椰子油關係           798-803
漁業            804-805
貨物運賃など           806-810
セイロン島の貿易と英國の貿易政策         811-837
セイロン生産品栽培エーカー数（一九三九年調）       838-839
セイロン茶の歴史概略          840-848
茶の製［生］産額其他（輸出等）         849-882
ゴム生産（輸出等）           883-927
椰子（樹、實、油等）（附表）         928-963
各種輸入品明細           964-976
煙草            977-979
電氣機具            979-981
織物と日本の躍進           981-986
日、英、印度の輸入量比較　（附表）         986-996
自動車と慰安           997-1003
セメント、日本製と英國製の競争         1004-1006
茶函と日本製           1007-1008
石鹸、鐵及び鋼鐵、肥料 ...　（輸入品）        1008-1021
貿易超過と財政難           1022-1023
セイロン商業会議所の内規　ゴムの競売條件        1024-1058
セイロン商業会議所の内規　茶の競売内規及び売買條件      1058-1072
パーチメント・コーヒー売買條件         1072-1078
椰子油売買條件           1078-1084
ココア及びカアダモン売買契約條件・油及び黒鉛船積規則      1084-1113
出入船舶数及び頓数          1114-1116
マルディブ群島（Maldive）          1117-1121
（7）［人名録］　（ABC順、手書き）　1冊　（61枚）　　表紙なし
協会関係者及び日印関係著名人
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（8）「櫻井氏所蔵図書目録」（洋書リスト）　タイプ打　15x21cm　7枚
（9）「日印協會會報目次」（自35號―至87號）　手書き原稿
財團法人日印協會原稿用紙200字詰使用　　30枚
（35mmマイクロフィルム　R08）
（10）「第三章　印度に於ける經濟的変遷」　（田島澄子）
財團法人日印協會原稿用紙200字詰使用　　84枚
＊著者：日印協会職員、後に外務省職員
（11）「第四章　大戦　その結果と教訓」（田島澄子）
財團法人日印協會原稿用紙200字詰使用　　98枚
＊著者：日印協会職員、後に外務省職員
（12）［市場概況］（インド各地別）　財團法人日印協會原稿用紙200字詰使用
デルヒ市場     14枚
印度土侯國市場      7枚
中央州市場     21枚
西北國境州市場     14枚
ネパール市場     19枚
聯合州産業と市場     27枚
（13）［表紙なし］　　（財團法人日印協會原稿用紙200字詰使用）　　149枚
原稿用紙通し番号： 285-433 
　　　　　
＊木村日紀氏原稿と推測される。
p. 285　「本論」第一章　両アーリアン社會に於ける種姓階級制度
p. 290　注（11）　“拙著「印度史」（世界歴史大系　巻十）”
＊ 「中央亜細亜史・印度史」（松田壽男、小林元、木村日紀共著　平凡社　昭和10　643 
p.）　印度史部分は木村日紀著
（13）「チベット生活二十年」（デーヴィッド・マクドナルド著　財團法人日印協會調査部譯）
譯者のことば　（橋本幸太郎）　18x25cm　タイプ片面刷　財團法人日印協會用紙　　11
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枚
第1章　　　　市販400字詰原稿用紙 　　p. 1-22
第2章　　　　市販400字詰原稿用紙　　p. 23-56
第3章　　　　市販400字詰原稿用紙　　p. 57-93
＊原書：Twenty Years in Tibet, by David Macdonald.（London, 1932）
（14）「印度の回教徒　（一）　B（第7章~第11章）」
使用済みの財團法人日印協會200字詰原稿用紙の裏面を利用　437枚
第七章　 分割の廃止、自治に關する回教徒聯盟の決議、CAWNPORE寺院及びトルコ問
題       　　　p. 1-66
第八章　聯盟及び會議派の印度改革に關する共同計画   p. 67-135
第九章　自治運動       p. 136-187
第十章　カリハ運動（Khilafat）と非協力運動（Non-co-operation movement）
　　　　　―印回聯合の失敗―     p. 188-333
第十一章　王室委員会（Royal Commission）の任命、その前後 p. 334-437
（III）　書類綴り、日誌など
（35mmマイクロフィルム　R09）
（1）「参考書類綴　昭和31年4月～昭和34年3月」　　　（ファイル1帳）
内容：インド国歌
　　　第三回精神文化国際会議日程案　1962年5月1日～ 5月24日
　　　 ネタージ会館設立に関するお願　（スバス・チャンドラ・ボース・アカデミイ　岩
畔豪雄　昭和34年4月）
　　　タゴール絵画展具体化のための相談会案内状　1960年5月6日
　　　「釈尊二千五百年を讃える会」関係文書　昭和34年3月27日~3月31日
　　　 「インド貿易および親善使節団歓迎カクテル・パーティ開催案内　昭和34年4月2
日
　　　「印度展計画案」（釈尊生誕二五〇〇年祭記念、印度独立一〇周年記念）
　　　 「外務省アジア局長他関係官の歓送迎カクテルパーティ」主賓名簿　昭和32年7月
20日
　　　「ネタジ・チャンドラボース氏の遺骨に就て」　（蓮光寺住職　望月教学）
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　　　昭和32年7月25日付　タイプ印刷7枚
　　　「岸総理東南アジア訪問歓送会」（昭和32年5月11日）案内状
　　　「速報　第10号　2月13日」（日昌丸見本市カラチ報告）
　　　「速報　第9号　2月5日」（日昌丸見本市ボンベイ報告）
　　　「水田通産大臣より見本市船派遣団に激励電報届く」（1月22日付）
　　　 「巡航見本市開催状況中間報告御案内について」（日本機械輸出組合　昭和32年1月
21日）
　　　 「日本機械巡航見本市乗船派遣団結団式並びに壮行会の挙行について」（日本機械輸
出組合　昭和31年11月19日）
　　　 「日本機械巡航見本市」御後援方依頼について　（日本機械輸出組合昭和31年6月6
日）
　　　「昭和三十一年度日本機械巡航見本市開催要領」（日本機械輸出組合）
　　　「輸出機械巡回見本船計画の趣旨」
　　　「訪印機械工業使節団歓送会開催ご案内」（昭和31年9月5日）
　　　訪印日本機械工業使節団名簿
　　　「訪印機械工業使節団について」（昭和31年7月13日）
　　　「訪印機械工業使節団日程の概要」（昭和31年8月20日）
　　　「訪印日本機械工業使節団名簿」（昭和31年9月3日）
　　　「印度国際観光物産見本市」　　パンフレット　32 p.
　　　　　（駐日印度大使館・函館市共催　昭和31年7月1日~15日　於棒二森屋百貨店）
　　　「印度国際観光物産見本市開催要綱（案）」
　　　「1957年日本国際見本市（東京）宣伝活動に関し御協力お願いについて」
　　　「1957年日本国際見本市（東京）封緘紙の利用お願いについて」
　　　「ネール首相来日歓迎印度展覧会協賛依頼書案文」（昭和37年）
（2）「日誌」　（小島　泰）（昭和17.11.27~昭和20.2.16）　　A5版ノート　1冊
＊日印協会内業務日誌、昭和18.10.31小島泰君徴用、事務引継（磯部、坂上氏へ）、昭和
18.11.5　磯部恵三君招集、引継（三角へ）など
（3）「 Voice of India, Indian National Congress Golden Jubilee Number, 28th December 1935」
Published by Indian National Congress Committee of Japan, Kobe.
［27］ 29, 4 p.  23x31cm
表紙を含めて最初の4頁欠、英文・邦文併記（部分的）、写真
欠落4頁はNew York Public Library 所蔵原本を35ミリマイクロフィルムに撮影したもの
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の複製フィルム（ポジ版）（東京外国語大学所蔵）より復元したもので補った。「印度國民
會議日本支部」の刊行物は、本書以外には国内で所在が確認されていない。「在日本印度
國民會」（Indian National Association of Japan）の出版物はいくつか残存している。
＊“印度國民會議日本支部は日本及び印度相互に關する正確なる情報を弘める目的を以て
1928年に九人の印度人に依つて組織せられた。1929年に本部の公認を得、1930年に月刊
機關誌としてボイス・オブ・インデアを發刊し今日に到る、又1931年印度人學生の便宜
の爲印度郷を建設した……”
＊支部長：エ・エム・サハイ（Anand Mohan Sahay）
